
新型コロナウイルス感染症学校対応マニュアル

青森市立浜館小学校

１ 学校においての対応
（１）登校時

①登校前の検温と健康観察（保護者）→「健康観察表」への記入

②教室に入る前に、手洗い、うがいをする。

③登校後、「健康観察表」を学級担任に提出

④体温未記入の場合は、学級または保健室で体温測定、健康観察をする。

（２）学校生活

①環境

・可能な限り常時換気を行う。換気の悪い密閉空間にしないために授業毎５分間程度の換

気を行う。

・多くの人が手の届く距離（１～２ｍ）に集まらないための配慮をする。※３密を避ける

・教職員（スクールサポーター含む）が手洗い場、トイレ、多くの児童が手を触れる箇所

（手すり、ドアノブ、スイッチ等）は定期的にきれいにしておく。

※消毒液の管理は、養護教諭が行う。

②授業

・児童、教職員はマスクを着用する。（必要に応じてマスクを外す指示をしてもよい）

・グループやペア活動をできるだけ行わないようにする。（近距離での会話や大声での発

声をできるだけ控える。【必要最小限】）

・体育、音楽、家庭科（調理実習）においては、活動内容を当面の間、感染防止のため活

動内容を制限する。

③休み時間

・接触の多い遊びは避ける。（近くに人がいない場合はマスクを外してもよい）

・天気のよい日は外遊びを推奨する。熱中症に気を付けさせる。

・休み時間終了後は、手洗い、うがいをしっかり行う。

④給食時

・給食時は、手洗い・うがいをしっかり行う。

・給食当番は身支度をし、マスクを着用する。体調がすぐれない時は当番を行わない。

・配膳は教員が補助し、おおしゃべりをしないで前を向いて給食を食べる。

⑤清掃時

・清掃場所には静かに移動し、黙働で掃除をする。

・掃除終了後は、手洗い、うがいをしっかり行う。

・手洗い場、トイレの掃除については、児童は行わない。（教職員が掃除、消毒）

⑥下校後

・児童下校後、各担当場所を消毒する。

・児童がよく触れたところを中心に消毒する。（手すり、ドアノブ、スイッチなど）

（３）児童への指導

①手洗い、うがいの徹底

・登校後、体育、休み時間、掃除、トイレ、集会活動の後、給食の前など石けんをつか

って３０秒かけて丁寧に手を洗い、うがいをすることを指導する。

・きれいなハンカチ、ポケットティッシュを忘れずに携帯させる。

②咳エチケットの徹底

・マスクを着用する。

・ハンカチ等で口や鼻を覆う。

・とっさの時は、上着の内側や袖で覆う。

・周りの人からできるだけ離れる。



③抵抗力を高める指導

・バランスの取れた食事、十分な睡眠、規則正しい生活、適度な運動、ストレス解消を心

がけさせる。

（４）健康観察の徹底

①毎日の検温を忘れずに行う。

②体調がすぐれない（調子が悪い）時は、無理せず欠席（自宅療養）する。

③発熱や風邪の症状が続いた時、息苦しさや倦怠感、味覚、臭覚の異常を感じた時は、帰

国者・接触者相談センター（７６５－５２８０）へ連絡をし、指示を受ける。（同居家族

も同様）また学校へも 連絡をする。

２ 児童、教職員等の感染が確認された場合の対応

・児童または教職員が濃厚接触

者として特定され、発症して

いない場合は、２週間の自宅

待機・外出自粛とする。

・児童の扱いについては出席停

止となる。

・濃厚接触者以外の者は、通常

登校（勤務）となるが、２週

間の検温・健康観察を必ず行

う。

・医療的ケアを必要とする児童

生徒については、医療機関等

に対応方法を相談の上、その

指示に従う。

・医療的ケアを必要としないが、

基礎疾患のある児童について

も同様の対応をする。

・児童において発熱、咳、倦怠

感等、疑わしい症状の場合は

校長の判断で出席停止とする

ことができる。教職員の場合

は出勤自粛とする。
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